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1 .まえがき

昭和41年に水工土木学科(6講座)の第 2講座として発足した当土質工学研究室は、現

在、工学部附属環境システム工学研究センターの l部門(地盤環境システム工学)を除くと、

九州大学工学部における土質・地盤工学に関連する唯一の研究室です。

一方、九州地方は、地形・地盤の成因・生成過程の複雑さに加えて、気象・降雨特性

も厳しいため、我が国の土砂・地盤災害の 3割強がこの地域で発生しており 1)、地盤工学

上の様々な問題を抱えています。 従って、当研究室では下記に挙げるように、基礎的な

課題の研究から応用・防災技術の開発研究まで、非常に広範囲かつ多様なテーマについて、

研究を推進しています。

九大土質工学研究室の最近の主な研究テーマ

〈土の静的・動的力学特性に関する研究〉

-土の堆積構造と強度特性、 ・中間土の変形と強度、 -繰返しおよび動的荷重下の粘土の変形と強度

〈軟弱地盤対策に関する研究〉

-土と構造材料の摩擦特性と数値解析モデル、 -軟弱地盤の変状防止工、 ・埋立て地盤の防災技術

〈補強土に関する研究〉

・ジオグリッド補強土構造物の変形と安定、 -土ージオテキスタイルの相互作用特性の解明と評価法、

.鉄筋補強土のメカニズムと設計法

〈特殊士と地盤防災に関する研究〉

-雲仙普賢岳の火山活動に伴う地盤災害の予測調査、 ・しらす斜面の風化・侵食、 ・膨潤性軟岩の特性

と対策工、 -地盤災害と防災ポテンシャル

当研究室におけるジオテキスタイルに関する研究は、まだ「補強土工法jといった用

語さえほとんど使用されていなかった昭和42年より、講座の前教授山内豊聡先生が敷網工

法を研究されたことに始まります 2)。その後、種々の新たな高強度補強材の出現や山岳部

における高速道路建設に伴う斜面対策工法開発の必要性から、ジオグリッド補強土や鉄筋

補強土に関する研究が続けられています。 ここでは、当研究室で現在稼働している試験

機・実験装置のうち、特に「補強土jに関連するものについて概要を紹介します。

2 .補強土に関する試験装置

1 )土とジオテキスタイルのせん断摩擦・引抜き試験装置3)

写真・ 1~ 3に、土とジオテキスタイルのせん断摩擦・引抜き試験装置を示す。現在、
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3 .あとがき

以上、九大土質工学研究室が現有している「補強土jに関連した試験装置を、簡単に

紹介した。詳細については、既発表の文献等を参照して頂き、さらに不明の点は遠慮なく

お問い合わせ下さい。大学の研究室予算(講座費)は極めて厳しく、これらの試験装置の

ほとんどが、外部からの研究資金援助を得て、当研究室で設計し、製作したものである。

ここに、改めて関係各位に感謝の意を表するものです。 また、この紹介が、 1G S 

会員の方々への“技術情報"としてお役に立てば幸いである。
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